
令和3年度 環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む

活動団体名：NPO８４プロジェクト

活動地域：高知県

活動におけるテーマ・キャッチコピー：

日本一の森林率

84％をブランディングする



1

活動団体紹介

日本一の森林率

84％を

ブランディングする

84%の森こそが、もっとも高知の個性であ

ると考え、「はちよん」と笑いを持って呼

ぶことで人と森とをつなげ、コミュニケー

ションを深めてく活動してきました。





今年度取り組んだこと
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84フォーラム

の開催
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小さな林業に関心のある

市町村や団体との協議

2
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意見交換会（四国EPOの支援）

3

・環境省

・金融庁

・環境省四国事務所

・四国EPO

など計９回



地域プラットフォームの変化
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84ロゴマーク活用

取組のひろがり

1





ボトルネックや新たに見えてきた課題



19

小さな林業に対する支援の不足1

大規模林業の

森林組合や

素材生産事業者への

支援のみ。

小さな林業への

支援をしてはいるが、

最重要である

作業道整備補助金の

予算が大幅に不足。

「森林環境譲与税」の

配分を受けながらも、

56％が未使用になり、

有効に活用されず。

作業道整備補助金を

予算化していない

市町村が多い。

国 市町村高知県（林野庁）
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地域住民の小さな林業に対する意識2
かつての中山間地域では半農半林があたりまえ。

自分たちで伐採・搬出していたが、

森林組合等に委託するようになり、

その後の原木価格の低落で産業として成立しなくなった。

「儲からない」や「自分たちの仕事ではない」という意識が

住民だけでなく市町村の行政まで定着してしまっている



今後の展望



22

国と高知県へのアプローチ

1

環境省と
連携を強化

高知県
小規模林業
推進協議会
の活用

人と自然の
共生地域OECMや
エコパークなど
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小さな林業の普及推進に関心のある

市町村や団体へのアプローチを継続

2

黒潮町 香南市 宿毛市 日高村
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84フォーラムの開催を継続

3

・・・・

小さな林業の魅力や可能性を地域住民・行政に伝える


